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今年度の確かな一歩 

 
校長 前田 元 

 

今年度の教育活動もあとわずかとなりました。報

道では、冬季オリンピックが話題となり、明るいニ

ュースが多く流れています。努力した力を精一杯発

揮する様子は見ていて清々しいものです。できるな

ら、いつも、こうした明るいニュースに触れていた

いと思ってしまいます。 

とはいえ、私たちの営みは人が行うものですから、

反省しなければならないこともたくさんあります。

本校でも、今年度の取組を全教員で振り返り、来年

度に向けて改善した計画を準備し、来年度に備えて

いるところです。 

 

この原稿を書いている日の新聞の一面には日本

のフィギュアスケートのペアが金メダルを獲得し

たことが大きく報道されています。素晴らしいこと

です。しかも、前日のショートプログラムでは、今

までになかったようなミスがあり、出遅れた中での

逆転での金メダル。世界でも大きく取り上げられた

ニュースとなりました。 

 努力してきた人たちでさえ、こうした場面がある

わけですから、子どもたちは、なおさらこうした場

面に出会うことが多いのではないかと思います。大

切なのは、そこから切り替えて次への一歩を踏み出

すことなのだろうと思います。 

 実際に、フィギュアの二人の選手は互いに支え合

い、気持ちを切り替えて見事に金メダルに輝きまし

た。どうやったら、そんなことができるのかと思う

ほどです。 

 そこには、お二人で作ってきたルールがあるとい

うのです。それは、振り返り方の工夫です。 

 自身の演技を振り返り、反省するわけですから、

「できなかったこと」「悪かったこと」を見つける作

業になることが多いと思います。しかし、お二人は、

「しっかりできたこと」「次の演技をよくするため

に工夫すること」とすべて前向きに考えられるよう

に振り返り方を工夫して、互いにコミュニケーショ

ンをとってきたというのです。 

 

これは、私にとって目からうろこのようなことで

した。このように見方を変えることで、子どもたち

も自分の成長を実感しながら、もっと良くなるため

に前向きに考えられるのではないかと感じたから

です。子どもたちだけではありません。ご家庭でも

私たち大人でも、今まで取り組んできたことの意味

を見つけることができる方法だと感じたのです。 

 

本校の教育目標「確かな一歩」を考えるとき、け

やき小学校の子どもたちは、今年度確かな一歩を刻

んでくれているのではないかと思います。一歩の大

きさは問題ではありません。子どもたちができるよ

うになったこと、成長したことのすべてが本校にと

っての確かな一歩となります。今年度の終わりにご

家庭でもお子様の確かな一歩を振り返ってみては

いかがでしょうか。 

さて、今年度も間もなく幕を閉じようとしていま

す。無事１年間の教育活動を終えられますのも保護

者、地域の皆様の温かい御理解と御支援のおかげと

心より感謝をいたします。特に卒業生保護者の皆様

には６年間の長きにわたり学校への御支援を賜り

ましたこと厚くお礼申し上げます。卒業する子ども

たちがこの世界を支える良き人に成長することを

楽しみにしたいと思います。 



　学校教育目標 ◎学び合う子（重点目標）


確かな一歩 〇つながり、支えあう子


〇健康でたくましい子

　目指す学校像（ビジョン）

【目指す学校像】 ・「誠実に」「着実に」「確実に」児童の成長を促す教育を進める学校を目指す。～明日も通いたくなる学校を目指して～

◎「学び合う子」　　　　　　互いの思いや考えを大切にし、学びを楽しむ子

【目指す児童像】 〇「つながり、支えあう子」　積極的に仲間や集団と関わり、共に成長する子

〇「健康でたくましい子」　　心身の成長と健康に興味関心をもち、毎日の学校生活に前向きな意欲のある子

【目指す教師像】 ・充実した授業づくりを第一として学びあう教師　　・「あったか先生」として地域・保護者に信頼される教師

　前年度までの学校経営上の成果と課題　

（成果）コミュニティ・スクール、特別支援教室拠点校として、児童の特性や実態に応じ、地域との連携を生かした教育を進めてきた。

　
（課題）ＤＸ化をとり入れながら、保護者及び地域に教育活動を発信し、理解・啓発を更に図ること。

努力目標
（教職員）

成果目標
（保護者）

4 4

「けやきモデル」に基づき、児童が安心して学習に取り組めるユニバーサル・デザイン化した環境、授業づくりを一人
一人の教員が意識を高くして行っている。また、校内授業研究の積み重ねを通して、子どもたちの思考を見通した教
材、資料を準備することで、学習意欲が高まる授業展開に努めている。日常の子どもたちの変容や授業参観の場を
通して、成果を示していけるよう引き続き研鑽を積んでいく。

4 3
タブレットの活用は、教員、児童共に年々習熟が深まり、活用の場面が広がっている。一方で、学習目的以外の
ルールを逸脱した使い方が、学校や家庭で見られたり聞かれたりすることもある。慣れてきたことによる気の緩みがト
ラブルにつながることを防ぐため、適正な使用に関する予防的な指導を家庭とも連携して行っていく。

1 1

年２回の読書週間における図書委員会によるお楽しみ企画や、「けやき応援団」による読み聞かせ、多読賞の表彰
等を推進しているが、それらが読書の習慣につながっているという、教員、保護者の意識は高くない。教員も共に本
への関心を示し児童との間で本の内容が話題に上る環境、また、児童が傍らに本を置き、すき間の時間等ですぐに
本の世界に入っていけるような環境づくりに、教員間で共通理解、試行錯誤を重ねながら、粘り強く当たっていく。

4 4
今年度も「学校いじめ基本方針」については、1学期の保護者会で、全学年で内容の説明を行った。繰り返し伝えて
いる成果があがり、保護者への周知は進んできている。今後も保護者の相談に丁寧かつ迅速に対応し、いじめの早
期対応を心掛ける。

4 4
おおむね学校ではけいじめのある生活が送れている。今後も全校朝会や学級指導において、けやき小のきまりや月
目標を示して意識させる機会を設定し指導していく。

3 3
「子どもは気持ちのよい挨拶ができる」と肯定的に感じている保護者が多い。子どもたちが学校内外においても、気
持ちのよい挨拶ができるよう引き続き道徳や学級指導で挨拶の大切さを子どもたちに考えさせ、実践させていきた
い。

3 3

夏季休業中に全児童を対象に行った「もぐもぐ・すやすや・ぴかぴかカード」の取り組みを通して、生活習慣の意識
向上に繋がった家庭が多かった。運動の習慣の定着を図るため、体育の年間指導計画を見直し、６年間の見通しを
もつこと、系統性を意識することを重点におき、指導にあたっている。また、年間を通しての運動週間「長縄、短縄、
持久走」の取り組みも継続して行い、様々な運動経験をさせたり、運動の継続を意識させたりしていく。

4 3
校内委員会のメンバーを中心に、児童の情報交換を密にすることで、配慮・支援の必要な児童に対して、組織的な
対応を行っている。継続していく。

4 4
　保護者からの評価、教職員の評価ともに肯定的回答が９０％を超えていた。これからも児童の成長を願い、協力し
て学校教育を行っていくように心がけていきたい。

4 4
　保護者からの評価、教職員の評価ともに肯定的回答が９０％を超えていた。授業は学校生活の中心であり、子ども
たちの意欲が継続していくことができるように授業や教材の工夫は大切であるととらえ、これからも授業の充実に努め
ていくようにしたい。

4 4
 「学校施設・設備の安全対策や事故防止、避難訓練に取り組んでいる」という項目において、保護者からの肯定的
回答は97％であった。今後も安全な環境に中で教育活動ができるよう、安全対策や避難訓練をにしっかり取り組ん
でいく。

4 4
「学校は地域と連携し、教育方針や日常の様子等を『すぐーる』、ホームページなどにより情報配信をしている」という
項目において、保護者からの肯定的回答は97％であった。今後も、地域と保護者との連携を図るとともに、そのため
に、日常の様子等を適切に配信・発信することを心掛けていく。

令和７年度　西東京市立けやき小学校　学校評価報告書

・地域、学校運営協議会と連携し、学校関係者評価
の実施・公開、教育方針や日常の様子等を学校だ
より、学年だより、学級だより、ホームページなどに
より適切に情報発信をする。

課題と対策

・家庭と連携しながら「早寝・早起き・朝ごはん」など
基本的生活習慣の定着を図ったり、運動の習慣の
定着を図ったりできるよう工夫していく。
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・教職員は丁寧に対応し、誠実に相談等に応じるよ
う心掛ける。
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・日常的に施設や設備の安全対策や事故防止を適
切に行い、より現実的な状況下での避難訓練を実
施する。

・授業におけるユニバーサル・デザイン化を図り、児
童にとってわかりやすい授業を実施する。

・児童の特性や実態に即した指導、特別支援教育
に対する児童、保護者、地域の理解・啓発を図る。

働
き
方
改
革 ・教員は授業や教材の工夫をして、日々の授業の

充実に努めていく。

・「西東京市子ども条例」や学校いじめ防止基本方
針に基づき、いじめ防止に取り組む。

・児童が読書に親しんだり、読書習慣を身に付けた
りできるよう指導を工夫する。

・学習でデジタル教科書やタブレット等のＩＣＴ機器
を適切に活用する。

具体的方策
第１回評価

・学校では決まりにそったけじめある生活が送れる
よう指導していく。

・気持ちのよい挨拶ができるよう挨拶を励行する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



努力目標
（教職員）

成果目標
（保護者）

4 4

「授業は楽しくわかりやすい」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均100％、保護者からの肯定的な回答は年
平均96％であった。児童が集団として落ち着いて、互いを尊重して学びあいを深めていけるよう、授業においての問いや資料
による見通しのもたせ方、活動の形態、まとめ方や振り返り方など、それぞれの工夫を引き続き追究していく。同時に、学び方
の個性を適切に見取り個に応じた指導を展開する力をさらに高めていくために、特別支援教室、特別支援学級（次年度開設）
担当教員とも連携を図りながら、研鑽を積んでいく。

4 3

「ICT活用の授業」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均96％、保護者からの肯定的な回答は年平均89％で
あった。新しくなった学習者用タブレットPC、また、新たに導入されたICT学習ソフト「ミライシード」を、適切なタイミングで有効
に活用していくことで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の深化を図っていく。一方で、タブレットPC活用時のルールを、
学校、学年、それぞれのレベルで明文化し、改めて共通確認する必要がある。ルールの策定（再確認）・周知は、教師による
一方的なものではなく、代表委員会を活用した児童の声を反映したものとしたい。また、家庭での使用に関しては、学校から一
定の指導はするものの、各家庭の見守り・協力が不可欠である。「学力を高めるため」という原点をもう一度確認しながら、各家
庭への具体的な協力を呼びかけていく。

1 1

「読書習慣」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均67％、保護者からの肯定的な回答は年平均56％であっ
た。各学級担任と学校司書の連携の下、学校図書館の機能の最大化を引き続き図っていく。また、表彰、図書委員会による企
画を工夫しながら継続していく。読書の習慣化に向けては、けやきタイム、給食後、清掃後などに読書を推奨していく取組、学
校からの宿題として読書を取り入れる取組なども次年度、検討していく。

4 4
「いじめ防止の取組」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均96％、保護者からの肯定的な回答は年平均92％
であった。各学期で自殺防止アンケートやいじめ防止アンケートなどは確実に実施し、児童理解につなげることができた。今
後もいじめの早期発見や初期対応について重点的に取り組んでいく。引き続き保護者のとの連携も進めていく。

4 4
「けじめある学校生活」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均99％、保護者からの肯定的な回答は年平均
97％であった。今後も月の生活目標に沿って、生活指導を行っていく。また「けやき小学校のきまり」のプリントが教室に掲示さ
れているので、定期的に内容について確認する時間をとり、きまりを遵守できるように指導する。

3 3
「気持ちのよい挨拶」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均85％、保護者からの肯定的な回答は年平均82％
であった。計画委員による「あいさつ運動」もあり、年度初めよりもあいさつの声が出るようになってきている。引き続き、教員も校
内で児童に気持ちのよいあいさつをし、あいさつの輪を広げていく。学童擁護員さんにも声に出してあいさつができつつある。

4 3

「基本的生活習慣・運動習慣」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均89％、保護者からの肯定的な回答は年
平均87％であった。生活リズムの維持、改善、意識向上のため、長期休業中を活用した「もぐもぐ・すやすや・ぴかぴかカード」
の取り組みは効果的だったので、次年度も継続して行っていく。また、運動週間の３つの取り組みも児童の関心・意欲向上や
運動の日常化に繋がったので、継続して取り組んでいく。行事等との兼ね合いも考慮して内容の見直し改善も含めて次年度に
引き継いでいく。さらに、体育の年間指導計画の見直し、系統性を意識した授業改善を全校体制で継続して行っていく。体力
テストの結果も含めて、本校の課題になる領域にも力を入れていく。

4 3
「個性に応じた支援・教育」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均97％、保護者からの肯定的な回答は年平
均84％であった。月２回開催の校内委員会を中心に、学年・学校全体の組織体制での児童理解、一人ひとりの児童を大切に
した指導、支援を行っていくことを継続していく。

4 4
　「教職員の丁寧で誠実な対応」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均100％、保護者からの肯定的な回答
は年平均96％であった。これからも保護者と共に児童の成長を願い、協力して学校教育を行っていくように心がけていく。

4 4
「授業の工夫」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均100％、保護者からの肯定的な回答は年平均95％で
あった。授業は学校生活の中心であり、子どもたちの意欲が継続していくことができるように授業や教材の工夫は大切であると
捉えている。これからも、教室での授業、校外学習、出前授業など授業の充実に努めていく。

4 4

「施設・設備の安全対策や事故防止、避難訓練の取組」という項目において、教職員の肯定的な回答は年平均100％、保護
者からの肯定的な回答は年平均98％であった。学校で行っている安全対策や事故防止の徹底、避難訓練の取組が、保護
者・地域に周知されていることがわかる。次年度も引き続き、教職員が安全に対する意識を高くもち取り組むと同時に、安全・
安心における保護者・地域の信頼を継続させていく。

4 4

「情報発信」の項目においては、教職員の肯定的な回答は年平均100％、保護者からの肯定的な回答は年平均98％であっ
た。「すぐーる」を利用し、学校通信や学級通信、図書室、給食室、保健室等からも必要な情報を、継続して配信することがで
きた。HPも毎日更新し学校の様子を伝えることができた。次年度も、「すぐーる」やHP等を活用しながら、適切に情報発信を行
い、教育方針や日常の様子等、教育活動が伝わるよう心掛けていく。

・学校の取組が成果となって表れている。
・友達との関係について、お互いのよいところを認め合っている
という面が多く見られる。
・気持ちのよい挨拶において、前期と後期の評価を比較すると
先生方と子どもたち双方の評価が上がっている。昨年度と比べ
ても気持ちのよい挨拶ができるようになっており、その取組は評
価できる。

課題と次年度以降の対策

・授業の工夫が見られる。黒板に「めあて」がしっかり書かれて
いる。やるべきことが子どもたちにわかって良
・タブレットの活用が進んでいるように思われる。子どもたちのス
キルが上がっているように思われるが、扱う際のルールや健康
面への配慮など、取り扱いについては、充分配慮が必要と思
われる。
・読書においては、自分の家に本がないというものあるのではな
いか。学校での図書の時間が増えると良い。
・調べる学習において、本ではなくデジタルツールの使用も多
いかと思われる。読書を学校がどのように捉えて、読書に親しむ
時間をどのように設定していくか、また、読書の目的を明確に伝
えることも大切なのではないか。
・学校の取組としては、学校図書館の活用、先生方のおすす
めの本の紹介、多読賞など工夫が見られる。

学校関係者評価

・長期休業中の生活リズムが崩れやすい期間に「もぐもぐ・すや
すや・ぴかぴかカード」の取組は、生活リズムの維持や改善に
つながっていると思われる。
・児童数が多い学校であるが、児童の状況や実態等が教職員
間で共有できている。担任だけが対応するのでははく、学年・
学校として対応している点が良い。

・保護者の回答率も高く、協力・信頼の高さが分かる。
・学校行事のみならず、すぐーるの配信やHPの更新など情報
配信がしっかり行われている。
・学校は地域との連携も積極的に行っているように思う。
・安全対策や事故防止に対しても、未然防止対策や速やかな
初期対応ができていると思われる。

第２回評価

・評価の割合（％）の維持・継続ができているところが素晴らし
い。
・勤務時間外の放課後でも、先生方は必要に応じて保護者に
対し、丁寧な連絡や対応をしている。それらのことが保護者にも
伝わっているように思われる。
・ふるさと探究学習等において、様々な取組が見られる。地域
性を考慮した補助教材作りの取組など、先生方の工夫が見ら
れる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


